
2 － 6　東京・横浜における震度Vの発生について

気象庁　地震活動検測センター

　ある地域の大地震の発生間隔は数十年から数百年に及ぶ所が多く，それにひきかえ，正式に観

測されたのは大部分明治の後半であるため，長期間にわたる地震活動の研究には観測資料だけで

は不十分で，歴史的に残されている記録から推定したものが多い。河角1）が鎌倉の資料から求めら

れた 69 年周期も，歴史的な古記録から震度 V 以上の地震を推定して算出されたものである。

　最近関東南部地域の地震活動が注目され，いろいろ検討されているので，参考のために東京と

横浜の観測資料を調査した。すなわち，東京の気象台が設置されたのは 1875 年（ 明治 8 年 ）

6 月 1 日で，横浜測候所は 1896 年（ 明治 29 年 ）8 月 1 日である。そして両所における震度

V 以上の観測記録は第 1 表 2），第 2 表となっていて，東京と横浜では大規模な地震は同一日時に震

度 V が観測されているが，局地的な強震が含まれているために一致しないものもある。

　宇佐美，久本3）は，東京の観測値（ 第 1 表 ）と，これに歴史的な記録を加えて，1592 年以後

の資料かの河角と全く同じ方法で東京における震度 V 以上の地震回数の周期分折と発生の確率を

計算し，東京では第 1 図のように 36 年周期が顕著であることを明らかにした。

　なお，河角の採用した 1876 年以後の鎌倉の震度 V 以上の地震は第 3 表であり，第 1，2，

3 表を比べてみると大規膜な地震は一致しているが，全体としては一致しないものがかなりある。

地震活動の調査には，まずどのような資料を使うかの検討が必要であろう。
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第 1 表　東京において震度 V 以上を観測した地震の表（ 気象庁観測 ）
（ 1876 ～ 1969 ）　　　　　　　　　　　　　　　　

第 2 表　横浜において震度 V 以上を観測した
　　　　地震の表（ 横浜地方気象台観測 ）
　　　　　　（ 1897 ～ 1969 ）

第 3 表　河角による鎌倉の震度 V 以上の
　　　　地震の表
　　　　　　（ 1876 ～ 1969 ）
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第 1 図　東京における震度 V 以上の発生の周期分析（ 宇佐美・久本による ）
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